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修士論文要旨
シャイネスに対する構成主義的自己教示訓練と合理主義的自己教示訓練の効果
Comparisonofe飴ctsofconstruCtiveandrationalselfinstructionaltrainingforshyness
松尾
【目的】
本研究の狙いは、①構成主義的な指標との関連からシャ
イネスを捉えなおし、（9シャイネスに対する構成主義的ア
プローチによる特徴的変化を捉えうる指標を調査すること、
③長期的プログラムによって構成主義的自己教示訓練
（CSIT）と合理主義的自己教示訓練（RSIT）の効果比較
を行うことであった。
【研究1】
目的　シャイネスをより構成主義的に捉え直すこと、CSIT
による特徴的変化を捉えうる指標の検討をすることを目的
とした。
方法　大学生275名を対象に、①早稲田シャイネス尺度
（WSS）、②日本版主観的幸福感尺度（SHS）、③精神的回
復力尺度、④本来感尺度、⑤単項目（シャイネスのイメー
ジ）、⑥自由記述（シャイネスの捉え方）を実施し、欠損の
あった17名の回答を除き258名（男性122名、女性136
名）の回答を分析対象とした。
結果と考察　WSS得点と（塾～④の尺度の相関については
全て有意な中程度の負の相関が得られた（芦・。477、p＜。
01；j亡。504、ク＜。01；芦－。576、p＜。01）。このことか
ら以上の3尺度が、シャイネスの変化を捉える上でテスト
バッテリーを組んで用いることの妥当性が示された。調査
で得られた回答の内、WSS得点が平均値以上であった134
名を各尺度の平均点の上下で群分けし、単項目得点の差を
1要因分散分析によって検討した。SHS高群（SH群）は、
SHS低群（SL群）に比べ、シャイである自分に対しより
抵抗を抱いていなかった。精神的回復力高群（RH群）は
精神的回復力低群（RL群）に比べ、シャイである自分に
対しより抵抗が少なく、またシャイである自分をより受け
入れられていた。本来感高群（AE群）は、本来感低群（AL
群）に比べ、シャイである自分に対して抵抗を抱いておら
ず、自分を変えたいと思っていない傾向が見られた。また、
SH群、RH群、AH群では、SL群、RL群、AL群と比べ、
「重要な個性であると思う」といった記述が多く見られた
ことから、シャイネスの捉え方が変わることで、シャイネ
スが高くても主観的幸福感、精神的回復力、本来感が高ま
る可能性が示唆された。シャイネスはその問題性が多く指
摘されてきているが、シャイネス自体を問題と捉えるので
はなく、シャイネスに対する捉え方が問題であると考える
ほうが妥当であることが示唆された。
【研究2】
目的　研究1でシャイネスとの関連を示した主観的幸福
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感、精神的回復力・本来感という指標を取り入れ、CSIT
とRSITがどのような効果の差をもたらすかを明らかにす
ることを目的とした。
方法　大学生・大学院生を対象にWSSを実施し、得点が
平均点以上であり、実験協力に承諾の得られた26名（男
性4名、女性22名）を、CSIT群9名（男性1名、女性8
名）、RSIT群9名（男性1名、女性8名）、統制群（NTC）
群8名（男性2名、女性6名）にランダムに振り分け実験
を行った。
手続き　SIT群は約2週間に計6回トレーニングを行った。
NTC一群はシャイネス自己陳述尺度（SSS）の記録のみ行っ
た。トレーニング期間前後にプリテストとポストテストを
設け、トレーニングの効果を検討した。
結果と考察　両SIT群ともプリテストからポストテストに
かけて、「低い自尊心（SSS P－1）」と「過度の受容欲求と
自己期待（SSSP－2）」、特性シャイネス（WSS）、会話後の
状態不安（STAI－S）が有意に改善されていた。このことか
らSITがシャイネスの変容に有効であることが示された。
本研究において用いたwe11・beingに関する指標では、主
観的幸福感、精神的回復力に関しては、SITによる特徴的
な変化は見られなかったが、本来感に関しては両SIT群と
もにプリテストからポストテストにかけて有意な得点の上
昇が見られた。さらに、CSIT群はポストテスト段階にお
いてRSIT群、NTC群と比しても有意にその得点が高かっ
た。本来感という指標がCSITによる特徴的な変化を捉え
ることができたと考えられる。CSITにおいて、個人の認
識の有用性を重視した手続きをとったことが、より本来感
を増すことにつながったと考えられる。
【総合考察】
研究1において、主観的幸福感尺度、精神的回復力尺度、
本来感尺度が、シャイネスの変容を捉える上でテストバッ
テリーを組むことが妥当であること、シャイネスの捉え方
によって、シャイネスが高い人であっても主観的幸福感、
精神的回復力、本来感が異なるということが明らかになっ
た。研究2において、SITに構成主義的な考え方を取り入
れて行うことで、シャイネスの変容に関して、従来のSIT
と同等以上の効果をもたらすこと、本来感がシャイネスの
介入研究において、構成主義的なアプローチによる特徴的
な変化を測定しうる指標であることが示唆された。今後、
認知行動療法に構成主義的な視点を取り入れることでその
効果を引き出していくこと、その特徴的変化を測定しうる
指標の開発が行われていくことが期待される。
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